
市政懇談会資料「地域医療の推進について」

１ 将来患者推計

将来人口は減少しても、外来患者・入院患者ともに増加。診療所と入院病床の確保が急務。

２ 医療人材確保対策

医科大学との連携

若手医師きらっせプロジェクトの推進

○教育研修環境整備・活動支援

○就業促進・雇用促進

○医師・看護師修学資金貸与と支援

Ｒ８：准看護師養成支援をスタート

○情報発信（ＳＮＳの活用）

看護職・歯科衛生士合同進学・就職相談会の開催

白十字看護専門学校の魅力創出、魅力発信

３ 救急医療対策

コロナ禍以降に搬送時間が伸び、不応需も拡大

夜間の受入・労働災害の受入強化を目指す

【取組内容】

○救急ワーキングチームによる課題改善策の

継続実施・強化

資料①



白十字総合病院

・Ｒ６.１１：新病棟完成、現在は３０４床フルオープン

・高齢化の進展に対応する高齢者救急の受入強化

・市内診療所と連携した在宅救急患者の受入体制を強化

・Ｒ７.４：皮膚科の常勤医師が赴任

鹿嶋ハートクリニック

・Ｒ６.１１：高度急性期病床２３床の病院化

・Ｒ７.５：２４時間３６５日での循環器疾患の救急受入

体制を構築

・Ｒ８.４：心臓血管外科医を新たに獲得し、緊急手術、

循環器救急の機能を強化

神栖済生会病院

・救急車の受入：Ｒ５から３年連続で年間２，０００台超

・総合診療医による訪問診療を実施 → 緊急時にも対応

・Ｈ３１.４：再編統合

・Ｒ４.８～：実施設計を見合わせ

・Ｒ７～：経営改善計画を進行中

４ 市内の救急告示病院の体制整備

５ 全員参加での医療体制づくり

産業医学基礎研修会
茨城県医師会、市内企業等の協力により開催

Ｒ２年以降４２都道府県から延べ５，０１２人が参加

医療教育

Ｒ７は、市制施行２０周年記念事業として

夏休みメディカル教室を開催

企業・医療機関・行政連絡調整会議
産業都市の発展には、医療体制の充実が不可欠

熱傷・薬傷症例検討会
労働災害に備え、企業スタッフと医療関係者が一緒に受講


